
　二十四節気　啓蟄　七十二候　桃始笑 ( ももは
じめてさく ) 
　桃の花のつぼみがほころび花が咲き始める頃。 
　花が「咲く」ことを　昔は「笑う」と表現して
いました。 
 ・山滴る　やましたたる　草木に覆われ緑が滴る
ように見える夏山のたとえ。 
 ・山粧う　やまよそおう　秋の山が紅葉で色づい
た様子。 
　などの表現、なんと美しい日本語でしょう。 

 　本日は 2018 年松任谷由実さんが受賞した ｢菊
池　寛賞｣ について。菊池寛賞は 1939 年 日本文
学振興会が制定した直木賞、芥川賞とならぶ賞。
文学、映画、演劇、新聞、放送などの文化活動で
創造的業績をあげた人に贈る賞。シンガーソング
ライターではユーミンが初めて。 
　この時ユーミンは ｢5 分で味わえる短編小説を
つくるつもりで45年間歌を作ってきました｣ と。 
　この受賞は“ノベル部門”だったことから ｢こ
の度　ノベルの仲間に加えていただいて心から光
栄に思っています｣ と語っています。 

すこし  そのユーミンの詩の世界をご紹介します｡

“かんらん車”1978年

　つぎつぎと飛行船もゲームもとまり粉雪が空を
うずめてゆく　終わりの暗示には美しすぎる　私
だけ冬空の旅人　地上に戻る頃　世界が止まる 
　★この舞台は現存していませんが、福岡の海の
中道海浜公園にあった観覧車だと、私は思ってい
ます。 

基隆東南扶輪社歓迎例会
第2132回 2025年 3月27日（木） 18:30 ～

吉武会員・津田会員の卓話
第2133回 2025年 4月 4日（金） 12:30 ～

地区研修協議会報告
第2134回 2025年 4月11日（金） 12:30 ～

夜の例会～米山奨学生送別会
第2135回 2025年 4月18日（金） 18:30 ～

本日のプログラム（ 3 月 27 日） *************** 本 日 の 例 会 ***************

開会宣言（点鐘） 
台湾国歌､日本国歌並びにロータリーソング斉唱 

ゲスト・ビジターの紹介 
会長の時間 
基隆東南扶輪社　会長挨拶 
幹事報告 
出席報告 
委員会報告 
ニコボックス 
記念品交換 

＜歓迎祝賀会＞ 

乾杯 
 ～　歓談　～
万歳三唱 
閉会の辞 点鐘
記念撮影 

18:30

長尾　淳子 会長
長尾　淳子 会長
陳　錦堂 様

倉園　晴義 幹事
佐賀関　和男 出席委員長

担当委員長
林　新太郎 親睦委員長

会長・幹事

司会：林　新太郎 親睦委員長
18:50

實﨑　佑一 パスト会長

三股　正幸 直前会長
20:30

「奉仕の理想」
************  今後のプログラム ************

出　席　報　告
2025 年 3月 14 日（金）

会員総数 出席会員 出席率 ゲスト ビジター
42 27 64.29 0 0

　ホテル日航オアシスタワーホテル

“中央フリーウェイ”1976年

　右に見える競馬場　左はビール工場　この道は
まるで滑走路　夜空に続く 

“春よ  来い”1994年  阪神淡路大震災時に､ 創っ
た歌

　君に預けし  わが心は今でも返事を待っていま
す   夢よ浅き夢よ   私はここにいます   ひとり歩
いています  流るる雨のごとく  流るる花のごとく 
　★まさしく詩歌　です。 

“14番目の月”2000 年

　愛の告白をしたら　そのとたん終わりがみえる
　つぎの夜から欠ける満月より 14 番目の月が一
番好き 

　本日は満月。高い夜空の満月を今夜は眺めてみ
てくださいね。 

♪♪♪最後の春休み♪♪♪
　　　　春休みのロッカー室に 
　　　　忘れたものをとりに行った 
　　　　、、、、、、、 

　　　　目立たなかった私となんて 
　　　　交わした言葉数えるほど 
　　　　アルファベットの名前順さえ 
　　　　あなたはひどくはなれてた 

　　　　もしもできることなら 
　　　　この場所に同じ時間に 
　　　　ずっとずっとうずくまっていたい 

　　　　もうすぐ別の道を歩き 
　　　　思い出してもくれないの 
　　　　たまに電車で目と目があっても 

ロータリーソング 【奉仕の理想】

奉仕の理想に集いし友よ

御国に捧げん我等の業

望むは世界の久遠の平和

めぐる歯車いや輝きて

永久に栄えよ

我等のロータリー

　　　　もう制服じゃない 

　　　　、、、、、、、、、 
　　　　そよ風はこぶ過ぎたざわめき 
　　　　今は春休み　最後の春休み
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寛容な心で、ロータリーの未来、
そして若者の未来を考えよう

一人一人が愛と、四つのテストを胸に、
家族に、世界に、ピースフルな日々を



第2131回の例会
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ニコボックス〈 3 月 14 日〉

卓 話 〈  3 月 1 4 日 〉

倉園　晴義会員（5 口）

　娘の高校受験が無事に終了しました。

三宮　康司会員（5 口）

　息子が大学受験合格しました。

－ 3 －

倉橋　芳英会員の卓話

１．  中津中央 RCより創立50周年記念式典・祝賀

　　会のご案内がとどいておりますので回覧をい

　　たします。

２．  地区大会の登録変更締切、地区研修協議会の

　　登録締切がともに本日までとなっております

　　ので、変更のある方は至急お知らせください。

３．  来週3月21日（金）は休会ですのでお間違い

　　のないようにお願いいたします。

　　なお､ 次回3月27日（木）基隆東南 RC歓迎例

　　会ですので宜しくお願いします。

幹　事　報　告〈   3  月  14  日  〉
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